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バンコク都ってどんなところ？

　八千代こども親善大使一行が１月17日～24日に７泊８日の日程で、　八千代こども親善大使一行が１月17日～24日に７泊８日の日程で、

タイ王国バンコク都を訪問しました。八千代市とタイ王国バンコク都タイ王国バンコク都を訪問しました。八千代市とタイ王国バンコク都

は、平成元年からこども親善大使による相互の交流を続けており、八は、平成元年からこども親善大使による相互の交流を続けており、八

千代市からの訪問は４年ぶりとなりました。この特集のお問い合わせ千代市からの訪問は４年ぶりとなりました。この特集のお問い合わせ

はシティプロモーション課はシティプロモーション課 421-6703へ421-6703へ

　バンコク都はタイ王国最大の首都で、チャ

オプラヤー川河口の平地に位置しています。

タイにおける政治、経済、文化の中心地とな

っており、豪華な装飾の寺院が点在している

ほか、中心地には高層ビルや近代的なショッ

ピングモールなどがあり、活気に満ち溢れて

います。一年を通じて気温が高く、暑季・雨

季・乾季の３つの季節に分かれます。人口は、

約547万人とされ、八千代市の約27倍です。

てくれたホストファミリーとの心の触れ合い

を通じて、絆を深められました。

　最後の夜には、さよならパーティが催され、

昨年、バンコクから八千代を訪問した親善大

使の子どもらと、交流の証として歌い継がれ

てきた「心に花を」を歌い、互いに別れを惜

しみました。

　２月18日に開催された帰国報告会では、お

互いの文化を知って認め合うことの大切さ

を、周囲の人たちにも伝えていきたいと力強

く語る姿がありました。勇気を持って新しい

ことに挑戦し、仲間と一緒に広い視野で日本

や世界について考える機会を得て、大きく成

長した親善大使たち。ジェスチャーなどで思

いを伝えていくうちに、お互いを理解するこ

とができ、友情が芽生えました。こども親善

大使を通じて日本とタイ王国に広がる友情の

輪は、これからも広がり続けます。

12人のこども親善大使を派遣

　今年度のこども親善大使は、市内の小学５

年生と中学２年生を対象に実施した国際平和

作文コンクールの応募者2,989人の中から選

ばれた小学生７人と中学生５人です。昨年９

月から、事前研修でタイについて調べたり、タ

イ語の学習に取り組むなど、準備を進めてき

ましたが、実際に訪問してみると、想像以上に

多くの経験をすることができました。

表敬訪問などを通じて

互いの国への理解を深めました

　バンコク都知事や都議会議長への表敬訪問

では、タイの義務教育で力を入れていること

や大切にしていること、タイの人が笑顔の理

由などを質問し、タイ王国の政策や教育につ

いて学びました。ナー・ルアング校では、日

本とタイの国旗を手にした児童・生徒に歓迎

を受け、ムエタイ、音楽、美術、料理などさ

まざまな授業を体験。初めて見る楽器や料理

作りなどタイの児童・生徒に教わりながら、

交流を通してお互いの国への理解を深めるこ

とができました。

　交流会では、日本に関するクイズやソーラ

ン節を披露し、会場は大いに盛り上がりまし

た。このほかにも、世界で活躍している在タ

イの日本企業を訪問し、海外進出の現状やタ

イ情勢の理解を深めました。　

ホームステイで体験した

タイでの生活

　親善大使は３泊４日のホームステイも経験

し、家族の一員としてタイの生活に触れる貴

重な体験もできました。慣れない習慣や言葉

の違いに戸惑いもありましたが、温かく迎え

八千代こども親善大使八千代こども親善大使ががバンコク都バンコク を訪問

ナー・ルアング校の子どもたちとの交流

都知事・都議会への表敬訪問

在タイ企業への訪問

都議会議長訪問での記念写真

積極的に質問しました

伝統料理を一
緒に作りました

楽器の演奏を教わりました

工場見学を行いました
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円

(92.6％増)
30億858万円

(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円

(2.7％増)
34億5,624万円

(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


